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修士論文要旨
１．研究の背景と目的
　近年、ソーシャルメディアの利用者は、モバイル端末で
利用できる事から年々、増加傾向にある。検索エンジンか
ら得ていた情報は、ソーシャルメディアを用いた情報収集
へ移行しつつあると考えられる。またオフラインでのつな
がりと、オンライン上の活動の垣根もなくなりつつあると
言えそうである。本研究では、筆者が利用するTwitterの
ヒューマンネットワーク構造のつながり関係から、友人と
友人関係のつながりを可視化する。そしてフォロー、フォ
ロワー、リストのデータを収集し、構造方程式モデルによる
分析を行う。facebookは人と人とのつながりから創出さ
れる価値に焦点をあてたサービスである。筆者の友人を対
象にアンケートを実施し、情報発信のモチベーションの潜
在要因に影響する関係を、統計手法により明らかにする事
を目的として、最適なコミュニケーション手段を検討する。
２．エゴセントリック・ネットワーク分析
　１）筆者が利用するTwitterのフォロー、フォロワー、リ
ストに着目し、友人の友人から形成する構造について俯瞰
的に描画し、閾値を上げながら関係の特徴と傾向を見る。
　２）情報の発信者タイプと収集者タイプの２つに分類し、
それぞれのフォロー、フォロワー、リストの各データから、
エゴセントリック・ネットワークである特徴を、構造方程
式モデルを適用する事により、情報発信、情報収集に寄与
する要素の関係について調査を行う。
３．情報発信のモチベーションの因子分析
　情報を発信するモチベーションは、友人の反応によって
維持されていると想定し、本研究では、facebook利用者
に対して、情報の「発信」、「収集」、「友人から得られるメ
リット」に関するアンケートを実施し、回答の分析結果か
ら情報発信に寄与する潜在要因と特徴を明らかにし、より
良いコミュニケーションのあり方を検討する。
４．考察
　共通の友人である橋渡し役の利用者の傾向は、著名人と、
活動的な利用者の特徴が共通して窺えた。構造方程式モデ
ルのパス解析の結果、情報発信タイプの利用者はフォロ
ワーとリストの間に相関関係が表れ、情報発信者をリスト
機能により情報を収集していた。facebookでの情報発信
のモチベーションは、情報の「収集」、「共有」、「記録」が
潜在的に関与している事がアンケート結果から窺えた。ま
すます、SNSの用途が多様化していく一方で、上手く付き
合う方法とサービスを選択する事が求められてくる。
５．まとめ
　ソーシャルメディアにおけるヒューマンネットワークを
対象に、人がつながるモチベーションを考慮し、利用者と
利用者の友人から見たつながりを分析することにより、つ
ながりがヒューマンネットワーク構造に与える影響と、情
報発信のモチベーションの潜在要因を明らかにした。今後
の研究で更に最適解を追究していきたい。
参考文献
[1]A.N. Joinson,“Looking at, looking up or keeping 
up with people?: motives and use of facebook”
（2008）.
人がつながるモチベーションを考慮したソーシャルメディアにおける
ヒューマンネットワークの分析
Analysis of Human Networks in Social Media by Taking Account
of Motivation to Link to Other Persons
粕谷　清治（Seiji Kasuya）　　指導：金　群
図１　友人の友人との橋渡し役割をしている利用者
図２　エゴセントリック・ネットワークのパス図
表　情報発信のモチベーション尺度の因子分析結果
